
   

 

 

 

 

 

 

この学年通信の名前は２組の磯川さんが考えてくれました。この青学年が星のように輝き、学校を引っ張ってい

けますように。そしてブルースターはメインの花ではなくて、脇役的な存在。輝く

だけではなく、裏でも支えていける学年になりますように…。花言葉は「信じあう    

心」。クラスメイトを信じながら、行事や受験に向かって進んでいけますように…と

いう思いが込められています。      先週末、都立一次試験の倍率が公表され 

                  ました。事前調査で出された校長会の倍  

                  率とは変化がありましたが、倍率に一喜          

一憂せずに２１日に向けての準備を！                   

※ 進路に関わる重要なお知らせは、ｔｅｔｏｒｕにてその都度お知らせしますのでご確認ください。 
※ 21 日（金）は都立高校の一次入試になるので、該当生徒は直接受験校へ行きます。その他の人達は

普段通り登校しますが、１時間目が終了した段階で下校になります。１５時３０分までは家庭学習で

す。また、給食がありませんので、昼食の準備を忘れないように！！ 

 

ｔｅｔｏｒｕでもお知らせが届いておりましたが、ＰＴＡ主催の制服リサ

イクルが１５日（土）の土曜授業に合わせて行われます。４月に入学してく

る新入生からは新制服が採用されるため、３年生のお古（この言い方は死語

らしいですが…）を使用できるのは２年生だけとなります。体が大きくなる

この世代。制服にもリユースで活躍の場を与えて頂ければと思います！！な

お、ジャージ等は来年度以降も使用できますので、こちらも併せてご検討く

ださい。

 

 先日、文部科学省認定の教科書や資料集等を発行する出版社から、作品写真を掲載させてほしいとい

うお願いが来ました。これは、企業曰く「各地で熱心に授業を実践・研究されている先生方や作品展を主

催されている事務局や団体等に協力をお願いして、全国から優秀な生徒作品を資料として以下の媒体で

掲載させて頂きたい」というものです。全国各地で使われるかもしれない資料集に作品が掲載されると

は凄いことですね！！なお、掲載されるまでは時間がかかるかもしれないとのことなので、今現在掲載

されているわけではありません。嬉しい報告でした。 

【掲載場所】  日本文教出版株式会社 中学校美術編集部 デジタルアーカイブ 

        Ｗｅｂサイト 『みんなの作品ギャラリー』 デジタル教材資料 

【作品】    大塚 美凰  「黄昏時の空と海」  

 岩楯 由佳理 「自然に隠れる秋の日」   

※ 二人の作品は以前、階段に展示されていた作品です。 

裏面に続く 

 

日 曜 学校行事等 持ち物・提出物 

17 月 ５０分授業×６ ①学活（生活アンケート・自習）  白衣 

18 火 ５０分授業×６ 江戸川っ子ＳＷ終了            

19 水 
５０分授業×５ ⑤道徳 校内研修日 掃除なし・引率下校  

部活動再登校１６時 

 

20 木 ５０分授業×６ 牛乳パック回収 ⑥総合（都立一次入試前日指導） 白衣持ち帰り 

21 金 ５０分授業×１ ①学活 都立一般入試  
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前述しましたが、都立高校の倍率が発表されました。2 倍近い倍率の高校もあれば、定員割れを起こし

ている高校もあります。若干の志望校変更がありましたが、自分の志望校に向けて日々努力の日々です。

今までも伝えてきた通り、私立高校への進学が決まった人や、都立推薦に合格して進路が確定した人が

いますが、未だ進路が確定していない人たちを気遣い、その雰囲気を壊さないように取り組んでいるよ

うです。３学年を担当する身としては、この部分が一番有難いと思います。また、卒業までの様々な行事

に向けて、進路決定者の人達を中心に準備が進められています。この部分も助かっています。来週には多

くの人達が第一希望となる都立１次入試・分割前期試験があります。合格発表は３月３日。殆どの人達は

その発表を持って進路が決まりますが、まだまだ先があることです、３月１９日の卒業を迎えるまで、気

配り・気遣いを忘れずにいてほしいと思います。 

そんな中、心配なこともあります。複数回にわたり高校へ出向く際のルールを説明し、前日にも説明し

ているにもかかわらず、高校側が許可しているからと言ってスマホを持参している人、再三にわたる指

導を受けたにもかかわらず、授業中や自習中に学習に関係のないサイトを見ている人。他校がどうこう

という問題ではないのでは。これらは突然前日に伝えたことではありません。入学した時から同じよう

なスタンスで指導をしてきました。それは、君たちが立派な姿で卒業式を迎えてもらいたいからです。こ

れは入学当時から言い続けてきたことです。校内が落ち着かない学校も少なからず江戸川区内にも報告

されています。松江五中が厳しいのではなく、この学校のスタイルを守ってきたからこそ、行事が盛大

で、一人一人が躍動する学校生活が送れているのではないでしょうか。自分本位で考えるのではなく、素

直さを忘れずに残りの学校生活を過ごしてもらいたいと思います。

 

 

 

 多くの人を悩ます花粉症…。随分と前から卒業式前後になると鼻水と目のかゆみに悩まされてきた。

目はかきすぎて充血してしまって、３年生には「先生泣いてくれてるんですか！！」なんて聞かれるか

ら、「なんであんた達のために泣かなきゃいけないのよ…」と反論してきた。感動して泣きたくなったら

泣くから感動させてみろってなもんです。そもそも、自分の学年の時か、司会をするとき以外、自分は警

備という役目を拝命し、式会場にはいないので感動するには式を見ないと…。そんなこんなで、卒業式に

はまだ日数があるこの季節。先日から鼻がムズムズしてたまらない。ニュースでは今期の早い花粉飛散

を伝えていたが、どちらかというと周りの人より症状が軽症な自分は「まあ、大丈夫だろう」とタカをく

くっていたものの、1３日には鼻に蛇口が付いているんじゃないかって言うほど鼻水が止まらなくなった。

蛇口が付いているなら閉められるけど、この蛇口の利かない事…。鼻をかみすぎて耳が「キーン」ってな

ってるし、このままじゃ鼻の周りは真っ赤になって、酔っ払いみたいになるのは容易に想像できる。こり

ゃいかんということで、13 日の出張後に猛ダッシュで帰宅して自宅近くの病院へ。一時のインフルエン

ザ拡大は過ぎたものの、やっぱり待合室は大混雑。こりゃ、相当待たされるなと覚悟しつつ、待つこと数

十分。それまでお喋りしてた隣の小学生に別れを告げて診察室へ。どうしました？の様子伺いに症状を

説明すると、きっと花粉症でしょうとの返答。はい、僕もそう思います先生…。どうしますか？の問いに、

この鼻についている蛇口を締めてください…一刻も早く…とは言えないので、お薬もらえますか？とお

願いする方向へ作戦変更。自分はてっきり、じゃあアレルギー検査しましょう！になると思ったのだが、

予想に反して、はい！じゃあ 60 日分出しておきますね～との事。先生、自分の花粉症はスギなんすか

ね？それともブタクサ？はたまたヒノキ？…。そこんとこをもうちょっと詳しく教えてくれないっすか

ね。そうしないと、これから毎年、花粉が飛んだってなニュースを見聞きするたびにビクビクしながら生

きて生きて行かなきゃいけないんすよ。自分は。ねえ先生、もうちょっと頼んますよ！！なんて言葉が胸

のあたりに渦巻いていたが、あれだけ混んでる待合室を見ている自分には言い出せるはずもなく、あり

がとうございましたと丁寧に挨拶して診察室を後にした。退室直前に、このお薬は効かなかったら 2 錠

飲んでもいいですからね！それとグレープフルーツと飲み合わせが悪いから気をつけてねって…。いや

いや、先生、最後の一言は先に言っといてくださいよ(-_-メ)と思ったけど悪い人じゃないから聞いてお

こう。かくして始まった花粉症のお薬とのお付き合い。早速飲んでみると鼻水がぴたりとやんだ！！！

蛇口が閉まったらしい( ｀―´)ノ。しかし副作用というか何というか、鼻の奥に鈍痛がある。例えて言

うなら、プールで逆立ちした時に鼻がツーンてくる感じ…のスッゴク小さな痛み。そして、何故かわから

ない鼻声。まさかの声変わり part２か？なにぶん花粉症のお薬初心者なのでわからないことだらけだ… 

学年主任のつぶやき 


